
あおもりノーリフティングケア推進事業

実践報告

医療法人サンメディコ



施設紹介
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医療法人サンメディコ

【弘前市岩賀地区】

介護老人保健施設ヴィラ弘前

グループホームヴィラ弘前

【弘前市城東地区】

•下田クリニック

•サービス付き高齢者住宅 グラン城東
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医療法人サンメディコ
•介護老人保健施設ヴィラ弘前

• グループホームヴィラ弘前

平均介護度
老健：３.１
GH：２.３４

（常勤換算）

介護職員 ６７.３
人看護職員 １６.
５人 介護支援専門員
２人 管理栄養士・栄養士
２人 ＯＴ
５.６人 ＳＴ
３.６人 事務職員
５人

職員数 １１２人
（2019年4月1日現在）

【事前腰痛調査】
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医療法人サンメディコ ノーリフティングケア推進チーム
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医療法人サンメディコ ノーリフティングケア推進チーム
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教育体制

職員（新人・
中途入職・現
職者）に対し
ての指導方
法・計画
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実技指導の様子
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腰痛調査及びリスク把握
健診時に
記入

10



リスク
把握票
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環境の整備：福祉用具の導入と管理 各管理簿
との連動・
連携

使用
適正
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環境の整備：その他
ノーリフテイングケアの啓発活動 ケア以外のリスクの洗い出しと対応

●ノーリフティングケアを意識して業務を行
なう「周知徹底月間」の実施
●意識して業務間にストレッチを行なう
「ストレッチ実施月間」の実施

休憩前にストレッチ
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個別アセスメントとプランニング
アセスメント・ケアプラン作成・実施・評価・一連の流れ
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ノーリフティングケア導入前
・ノーリフテイングケアの知識不足
・福祉用具の使用方法に難あり
・介助方法に難あり
・専門職としての意識・態度に難あり

ノーリフテイングケア導入後
・ノーリフテイングケアを正しく理解し始めている
・現在所有している福祉用具を、正しく活用している
・介助者・利用者相互の負担を考慮した介助を心掛けている
・専門職として、自己管理の必要性と、働く環境の整備・

安全な職場づくりを心掛けている
16



各事業所腰痛改善率

老健 ＤＣ ＧＨ 全体

事業参加前 事業参加後

４％改善 28.5％改善 22％改善 13％改善
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リスク別の変化

老 健 Ｄ Ｃ Ｇ Ｈ 全 体

予 低 中 高 予 低 中 高 予 低 中 高 予 低 中 高

・高リスク・・常時・時々
・中リスク・・たまに
・低リスク・・以前は
・予備軍・・痛くない事業参加前 事業参加後

腰痛調査につ
いては事業参
加前と同じアン
ケートを使用
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今後の課題と取り組み

•ノーリフテイングケアの視点・考え方の定着

•シートやグローブ等福祉用具活用でのケア定着

•職員の姿勢や作業環境の定期的評価体制の確立

•福祉機器・用具の充実と管理体制の確立

•ノーリフテイングケアリーダーの充実

目標
法人全体でのノーリフテイングケアの定着と、
介助者・利用者が共に安心して過ごせる生活の場（施設）を提供できる
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令和2年度の活動について

•令和２年度ヴィラ弘前ノーリフティングケア推進事業

•新入職員への指導・教育

•現任職員への指導・教育

• ケアプラン（全入所）

•外部への指導

•福祉用具導入及び指導

•腰痛調査・面談
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ご清聴ありがとうございました
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